
園館の許諾後に
Webへ公開

▲Webのログイン画面

•訪問の日程をたてる

•訪問先施設にアポイントメントを取る

•国内血統登録書をもとに、各施設の飼育個体履歴を作る

•編集用Webページに基礎情報 を入力する
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大型類人猿情報ネットワーク（大型類人猿情報ネットワーク（GAINGAIN）における）における
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大型類人猿情報ネットワーク(GAIN)は、文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP)事業の「情報」整備プロジェクトの一環として、国内で飼育
されている大型類人猿の情報整備をおこない、飼育施設と研究者とのネットワーク作りに取り組んできた。平成14年度から、日本全国の大型類人猿の飼育施
設（全58施設）を実際に訪問して、個体についての情報を収集し、Web上に公開してきた。ここでは、GAINの大型類人猿に関する情報収集活動と、園館から
提供された情報をWebサイトに公開するまでの流れなどについて紹介するとともに、現在までの進行状況を報告する。
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②②②②飼育施設飼育施設飼育施設飼育施設へのへのへのへの訪問訪問訪問訪問、、、、ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング（（（（情報収集情報収集情報収集情報収集））））①①①①大型類人猿大型類人猿大型類人猿大型類人猿のののの飼育施設飼育施設飼育施設飼育施設へのへのへのへの訪問準備訪問準備訪問準備訪問準備

⑤⑤⑤⑤Webへのへのへのへの情報公開情報公開情報公開情報公開

▲（例）京都大学霊長類研究所のチンパンジー個体履歴

※資料として、（社）日本動物園水族館協会のチンパンジー国内血統登録書（2007年度版）、ゴリラ血統登録書（2007年度版）、オランウータン国内血統登録書（2007年度版）を使用した。

※調査にあたっては、多くの飼育関係者、動物園関係者のご協力をいただいた。ここに感謝の意を表したい。

公開ページ

血縁者が
わかりやすい

個体のアルバムや
経歴が閲覧できる

各施設の現在と過去の
飼育個体が一目瞭然

飼育施設の様子
が写真で見られる

両親、出生施設
へリンク

作成の方法

国内国内国内国内のののの大型類人猿飼育施設大型類人猿飼育施設大型類人猿飼育施設大型類人猿飼育施設
58施設施設施設施設

公開済み・・・・・・・・32施設
園館の確認中・・・・・7施設
下案作成中・・・・・・19施設

(2008年10月20日現在)

生年月日、両親、
出生地の情報

繁殖の情報

移動・死亡の情報

誰と誰が一緒に
暮らしていたか

電話 電子メール 依頼状の送付

大型類人猿を飼育する全58施設を訪問し、飼育個体についてヒアリングを

おこなった。

▲飼育施設訪問の様子

•飼育個体の特徴、性格
（例）「○○は生まれた時から顔がでっかくて、かわいい

んだ。いつも●●（母）にべったりで･･･。」
『○○は顔が大きくて愛嬌がある。甘えん坊で、いつ
も母親のそばにいる。』と記載。

•飼育個体の経歴
（例）「■■と△△は3年前から同居させていて、交尾も

見られてるよ。（2007年時点）」
『2004年から■■と△△を同居。交尾が見られる。』
と記載。

施設の方との話から情報を得る

・飼育個体の詳細な飼育経歴
・過去の飼育個体の情報

写真の撮影

•飼育個体（顔、プロポーション）

•施設（外観、掲示資料）

これらの情報を
頭に入れて･･･

③③③③収集情報収集情報収集情報収集情報のののの整備整備整備整備、、、、Webページページページページのののの作成作成作成作成

施設保管の資料を閲覧する

資料を撮影⇒必要な情報をピックアップ

情報情報情報情報のののの統合統合統合統合・・・・整理整理整理整理情報情報情報情報のののの統合統合統合統合・・・・整理整理整理整理

Webの公開状況 未登録個体の追加

飼育施設へ実際にヒアリングに行くことで、国内血統登録書（（社）日本動物園水族館協会
発行）に登録されていない個体の飼育経歴が見つかった。それらの多くは血統登録作成以前
に飼育され、すでに死亡しているか、海外へ搬出されたか、あるいは施設を移動した後に消
息が不明となった個体だった。こうした未登録個体はチンパンジー35個体、オランウータン13
個体となった（2008年10月20日現在）。ゴリラについては、このような個体はいなかった。

※GAINでは、このような新規登録個体には血統登録番号として9000番台番台番台番台を割りふり、Web

にも掲載している。

2008年10月20日現在、飼育施設からWeb内容について
確認をとり、Web上に情報公開している施設は32施設と

なった。つまり、半数以上を公開している状況である。

現在までの進行状況

さいごに

上記の方法によって集めた情報を整理し、Web上で公開していくことで、それぞれの個体

の過去と現在の飼育の様子や、血統登録には記載されない細かな情報を得られるように
なる。これにより、飼育施設のスタッフにとっては、移籍個体の飼育の参考になりうる。また、
研究者にとっては、血統などの情報から研究への応用が期待できる。GAINの情報整備は、
国内で飼育されている大型類人猿の福祉の向上や、生活の質（QOL）の改善へとつなが
るとともに、研究の重要な資料となるだろう。今後もさらに情報整備を進め、全58施設の情

報を公開することを目標に、活動を継続していきたい。

▼GAINのWebサイトをぜひご覧ください▼

http://www.shigen.nig.ac.jp/gain/index.jsp

▲（例）かみね動物園発行資料

加工した
顔写真を挿入

ヒアリングから
個体の特徴・
性格を入力

血統登録番号
名前
性別
亜種
生年月日
出生地
現在の飼育施設
両親（父・母）
死亡年月日
死亡原因

ヒアリングや資料から
個体経歴をまとめる

個体の写真を追加

※アポの取り方は飼育施設によるが、おもに以下のような方法でおこなった。

【電子メールで依頼】

各施設専用の「ログインID」と
「パスワード」を送り、確認を依頼

【それ以外の方法で依頼】

・依頼状を送付して確認を依頼

・Web確認用ページを印刷して郵送 など

▲GAIN（Web）のTOPページ

クリックして、
ログイン画面
を開く

▲GAIN（Web）のQRコード

国内血統登録書記載
の情報をもとにする

ログインして
編集ページへ

④④④④園館園館園館園館へのへのへのへのWeb内容内容内容内容のののの確認依頼確認依頼確認依頼確認依頼

例えば･･･
2007年10月1日 鹿児島市平川動物公園

2日 宮崎市フェニックス動物園
3日 長崎鼻パーキングガーデン

•事前に作成した飼育個体履歴の内容を確認
⇒訂正や追加の情報を記入する


